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視点

壁 を乗 り越 えなが ら

隈 部 日出夫

Up Against a Wall, and Break 

it Through Again 

by Hideo Kumabe

は じめての海外

私が初めて海外の地を踏んだのは1967年 の5月 でし

た.IIWの 略称で親しまれている国際溶接会議には多く

の人が参加された経験をお持ちと思いますが,私 が参加

したのは東独(当 時)中 央溶接研究所(ZIS)な らびに工

業省主催の共産圏主体の国際溶接会議でした.こ の会議

は世界大戦前の欧州治金会議の伝統を継ぐ由緒ある会議

と聞いております.当 時我が国は東独と国交関係になく

ZISの 招待状を持ってモスクワの大使館でビザをもら

い,そ こからベルリンに入りしましたが今と比べると大

変な不便さでした.

会議には千人位の参加者があり,私 は日本からの特別

参加と云うことで若輩ながらVIP待 遇 を受け,会 議・そ

の後のパーティを通じて外国人のなかでもみくちゃにな

りました.今 でもその時の感激が瑞々しく甦ってまいり

ます.

その折に欧州の幾つかの国で橋梁工場や溶接研究所を

歴訪 しましたが,最 も感銘を受けたのはソ連(当 時)の

バ トン溶接研究所での見聞でした.キ エフ市内を流れる

ドニエプル川にかかった鋼重量約1万 トンのバ トン橋が

現地継手を含めて全て機械溶接で施行されていたし,タ

ンク建設,パ イプラインの布設にも目をみはるものがあ

りました.9千 米クラスの石油タンクの側板を工場で百

畳敷の大きさに板継し,こ れを巻取ってサイ トに運び,

現地で展開してタンクを建設する工法 薄板帯状のシー

トを2枚 重ねてその両長辺を電縫溶接 し,そ れを消防

ホーズのように巻取って現地に運び,そ こで伸展し,両

端から内圧を加えて拡管布設するパイプライン工法な

ど,私 の常識を超越したものがそこには存在していまし

た.

ローマで考 えたこと

海外初体験は異文化に接し意表をつかれることが多 く

感銘深いものですが,休 日にローマを訪れた時のことを

書いてみたいと思います.

時 は6月.ジュー ンブライドと云う言葉がありますよ

うに自然が最も生々とした季節.輝 く太陽のもと家の窓

辺に街路に虹の色以上に豊富な色彩で草花が咲き乱れ,

大 きく弧を画いて流れるテヴエン川は水を満々とたた

え,街 角のいたるところに噴水 と泉がありました.

「太陽と光彩」「緑と豊穣」「流れと清冽」これ等をロー

マは優れて満しており,大 昔この地に都が拓かれたのは

もっともなことだと俄歴史家気取 りで思ったものでし

た,一 国の都の位置は今申したキイワードで単純に決ま

るものではありませんが,現 地での私の気持ちは我が意

を得たりとすこぶる満足のいくものでした.

明日香での途惑い

それから数年経って大和の明日香を訪ねたことがあり

ます.「大和は国のまほろば」と云う言葉はありますが,

太陽は輝 くほどのものではない,木 々の緑は国内他の地

に較べて格別優れているとは思えない,飛 鳥川はチョロ

チョロ流れに過ぎない,幾 つかの古刹を巡 ってもローマ

で感じたような躍動感は味わえず何かスッキリしない思

いが残ってしまいました.そ してそのまま時は過ぎて

いったのですが,あ る日読書中に 「飛鳥川は昔は水豊で

あった」と云 う意味の文章が目の中に飛び込んで来まし

た.「明日香には豊かな水もないのに何故だ」と云う意識

が潜在していたからでしょうか.「そうだったのか,や っ

ぱり」と例のキイワードが甦り,間 違っていなかったの

だと云 う思いと,同 時に目の前のチョロチョロ流れの飛

鳥川を見て,そ の認識をそのまま古代にまで延長して思

考してしまった 「視点」の間違いにも気がつきました.

ハ ッとしました.「 目の前のことに捉われて思考してし

まった」「他のことでも無意識のうちに目の前のことに捉

われて思考していたのだろう」「しがちなんだ」と思い,

以来何かを考える場合の視点のチェックポイント・戒と

しています.

その後御存知古代史ブームが訪れて歴史書まがいのも

のが街に氾濫 し明日香については自分なりの考えをまと

めるに至っております.

このことに関連 してもう少し話をさせてもらいます

と,NKK勤 務 の野村さん御夫妻 と私達 とで初夏のひと

とき長谷寺,宝 生寺,談 山神社などを歴訪したことがあ

ります.そ の時「明日香の地に都が拓かれたのは何故か」
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についてお互に自説を持ち出してうんちくをかたむけた

ことがありました.そ してそのことは旅のひとこまとし

て忘れかけていた頃野村さんから韓国慶州の地より一葉

の絵はがきが届き 「明日香京について貴説に納得すると

ころあり.… 」と記されていました.1990年 の秋私 も慶

州に旅し仏国寺から石窟庵に通じる丘の小道を歩 きなが

ら時々立止まってはまわ りの風景 ・遠景を心にとどめ,

再び明日香の甘橿丘に立って静な長い時間を過ごし2千

年の歴史の息吹を心ゆくまで味わいました.

井の中の蛙大海を知らず

「流れを堰止めれば水嵩が増す」誰もが知っている平

凡な知識であります.し かしこの事実を知 らなかった古

代我国では,平 野は水の流れがままならない農耕不適地

と考えられていました.関 東平野の開発が遅れたのもそ

のためと云われています.灌 漑技術は半島からの渡来人

によりもたらされたものですが,当 時の日本人にとって

は想像を絶する知識 ・技術であったと思はれます.

現象は知見の壁の向う側にある間はその正体を知るこ

とができませんが,神 秘のベールをはがしてみると 「平

凡な事実」である場合がしばしばです.

私達は未知の壁に囲れた極 く狭い既知の世界に住んで

いると考えることができます.そ して未知の壁を一つひ

とつ乗り越えて既知の分野を拡げながら成長しているの

ではないでしょうか.

「井の中の蛙大海を知 らず」と云う格言があります.

「世間知らず」「見解・視野の狭いこと」のたとえとして

使われている言葉であります.私 はこの言葉に永年とり

つかれていろいろ考えて来 ましたが,今 は先に述べた未

知 ・既知の世界観から 「人間は所詮井の中の蛙,大 海を

知ることはできない」と考え,「自分の住む井戸を少しで

も広 くすることだ」と咀しゃくしています.最 近になっ

てこの格言が中国の古典 「荘子」の中の 「井蛭は以って

大海を語るべからず云々」から来ていること知 りました.

このように原典の方は 「語ることができない」となって

いるようなので,私 の解釈は案外的を射ているかも知れ

ません。

溶接技術者として

鋼を溶接すると継手境界部に隣接して熱影響部が生成

します.鋼 の同素変態によるものと学生時代金相学で承

知していましたが,会 社に入って職人名人の手になった

継手断面小片のマクロエフチの美しさに魅せられてしま

いました.磨 き抜かれて手の切れそうなエッジ,2片 を抱

会せるとくっついてしまいそうな平面度,そ の銀色の面

に鮮やかに浮び出た金相.こ の時ハッキリと熱影響部の

存在を実感しました.そ れから調質鋼を含めた各種規格

の鋼材,溶 接条件の組合せで微妙に変化する金相に夢中

になっているうちに,「溶接性」と云う言葉が理解できる

ようになり,溶 接施工法の開発,新 しい溶接法の選別 ・

採用に自信がもてるようになっていました.ど こかで壁

を越 えたのではないか と思っています.

溶 接に伴うひずみも,偏 微分方程式を連ねた熱応力的

考察や,ひ ずみ量推定の各種実験式を横に置いて,単 純

に 「溶接部は縮む」のだと喝破 した時に構造物の組立が

見えるようになりました.

一つひとつ壁を乗 り越えなが ら自分の技術を磨いてい

ましたが,破 壊力学で云うK値(応 力拡大係数 近似的

にσ√ πc)と この値を駆使して書かれた論文も壁の向

こう側にあるものでした.導 かれる過程での数式の難解

さに打ちのめされ,元 単位の物理的意味が感覚的につか

めないまま何度も門前払を食わされていましたが,多 く

の文献と苦斗しているうちに,K値 は引張強さなどと同

じくひとつの材料定数であり,破 壊は加わる力としての

K値 と,そ の環境(温 度)に おける材料のもつK値 との

相対で決まり,加 わる力が材料値を上廻った時に破壊が

起こる,こ れは引張強さにおける荷重と材料強度との関

係と全 く同じ,と 割り切った時にスーッと前進したよう

な気がします.そ の目で論文を読み返してみるともはや

既知の世界.良 く理解できるし,反 面多くの論文で大し

たことは書いてないと思うようになりました.

もちろん溶接技術の分野で越 えられなかった壁は無数

にあります.例 えばNKKの 渡辺さん等が開発した9%

Ni鋼 の共金溶接の実機適用もそのひとつであります.

紙 数が足 りないので詳述できませんが今でも残念に

思っています.

む す び

とりとめもないことを書いて来ましたが,文 中「視点」

と云 う文字を使ったし,何 とか溶接の話にもたどりつ く

ことができましたのでこの辺で終わりにしたいと思いま

す.
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